
第二2競（第21春） （昭禾016二勾三）　　8　月　三

野13興奮九月21日の日蝕

國際二丈同盟日蝕委員　理學博士　山添：一清

　　　　　　　　　　　　　　　　（亙）

　今年（1941年）の秋，東亜：方面で見える皆既日蝕は，1我が國や，民國の二者た

ちによって，ながV・以前から待望されてるたもので，かの，去る1936年六月19

日の日蝕を観るため，．わざ・々々余青松博士等，6人の民國學者が東亜天：文協會

の招待によって北海道に四半したのも，全く此の1941年度の皆既蝕の研究の準

備や，見學のためであったのである．ところが，1937年門門，日支間には紛箏

が起って了ぴ，途に乱れが現下の時局に見るやうな東亜の改造にまで獲展し，

爾ほ，偶然にも，叉，漱洲の七二とも，直接間接の下町を持つやうになって，

この大切な學術研究上の機會が，籔年前まで學界一般に豫想されてるたやうな，

世界的な観測プログラムの途行に支障を感ずるに至ったことは，甚だ遺憾であ

る．若し，之れが，三和の時代であったならば，日本，民國，ロシヤの3國が

主人役となり，全世界の専門學者の群を東亜ならびに，中亜の各地に集めて，

先年の北海道の日蝕の時よりも以上に，賑々しい研究が行はれただらうにと思

はれる。一ちょうど，しかし，掌れは，昨1940年十月1日の南大西洋を横衛

した日蝕も同様であったと言ぴ得る．あの時も，永い前からの彩しい計書は攣

へられて，南阿と米噸の僅かな聾者群がアフリカで若干の観測を行ったに過ぎ

す，他の殆んど総ての國の學者たちは，南阿にも，南米にも，出かける機會と

晶出とを奪はれて，全く傍槻したのに過ぎなかった．

　こんどの1941年の九月には，しかし，我が日本と，Pシヤの二者たちは，此

の窪窪を充分に利用して，観測を遂行し得るわけであるし，伺ほ，IS　／ツや，

イタリや等の所謂“橿軸國”の學者や，Xエ1デン其の他の北融の學妻たちは，

少くともnシや政府の了解の下に，中央アジヤに入り込むことは可能であるの

で，或はさうした方面の學者が若干動ぐかと思はれるけれど，英米の學者たち

は全く致し方があるまいと思はれる國際關係にある．宣教師までが引き上げて
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了う時勢なのだから，東亜方面に英米の學者が器械など持ち込んで來るといふ

ことは考へられないし，叉，ロシヤ方面へ，假りに彼等が行くとした所で，交

通機關が殆んど閉ぢられてるる現今であるから，實際には，どうにもなるまい．

して見ると，やはり，何としても，ζんどの日蝕は，わが日本と，ロシヤの捨

者が，他の國K・の學者の代りとなって，此の天與の研究弓馬を利用するより外

に途は無さそうである．

　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

　こんどの日蝕は，かの1923年九月10日の北米で起つた皆既日蝕から一，サPス

週期（18ケ年と11ケ日）だけ隔ったもので，自分としては種kの思ぴ出が深V・．

あの時，自分は湯川に滞留中で，日蝕を観測するため症，ヤiキ1ス天文皇の

観測隊に加って，南カリフオニヤのカタリナ島に出かけたものであった．（詳細

は天界36號に出てみる．）ところが，残念にも其れは曇り室であったために，牧

獲は皆無であったけれど，メキシコ國内に観測地を設けたりク天文毫や，孤イ

ツの若干の店者團は相當の成績を忌めて，人を羨しがらせたものである1

　又，今年の日蝕よりも一メトン週期（19ケ年）だけ以前に遡ると，1922年九月

21日の皆既蝕は，丸心k於いて起つたもので，此の時，米國リク天：文蔓の方ン

ベル蔓長や，トランプラ博士等の一行が西濠洲のブル1ム町に槻島島を布き，

見事な星野の爲眞を撮影して，當時の大問題であO．たアインスタインの相饗原

理の讃明に乱して，決定的な断案を下したものであった．（之れも天界31號第

242頁に其の要領が記してある．）

　更に，ついでに，今年の日蝕から3サロス週期だけ遡って見ると，それは1887年

（明治20年）八月19日となる，其の日，我が日本の北越，幅島地方に於V・て皆既日

蝕が見え，近代文化獲展の途上にある我が明治め初期の學者や，アマチュアたち

が大に活躍した時であり，叉，その時，米國からも，トド博士の一行がわざ々々

來朝したものであった．惜しくも此の日）．幅島縣では室が曇って，研究的な観

測は無爲に絡つたけれど，石川，新潟爾三下では晴天に恵まれた人が多くあり，

學術上にも多少の成果が獲られたことは，天界175號にも載ってみる．’

　なぼ，この日蝕列は，今後，又，サロス週期を3回だけ過すと，1995年十月

24日に再び東洋を見舞ふこととなり，其の時は，インド，タイ，佛印，わが新

南群島及び南洋委任統治領：方面で，「皆既蝕の壮観が槻られるのであるが，細れ

を見るのは，：菩々自身ではなくて，吾々の子孫と，（或は，吾々q）一部の生存者

と，）其の他の人々であらう．

　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

　さて，こんどの1941年九月の日蝕は，まつ，部分蝕の見える範園を言へば，



叉界242 今1941年九，月21日の日蝕 235

アジヤ洲の全部（但し，インド牟島の極南部と，セイロン島の大部とを除く．叉

スマトラの南牛と，ジヤバ島とも駄目），東部漱洲，それに，太試論の西北部と，

濠洲の北部，ニウギニや等を含む廣大な面積で，北は北極と北氷洋も蝕の見え

る範圏内にある．詳細は第1，2，3圖を見られよ．

　從って，わが日本の内地も外地も悉く此の日には部分蝕が見えるし，勿論，

滞洲國も，支那も，タイ國も，佛印地：方も皆此の申に入る．

　更に，皆既蝕の見える線は，始め，遠くソビエト聯邦のカウカソス地方スタ

フロポル町の附近に起り，カスピ海の北部とアラル海の中央とを横面し，それ

から所謂中央アジヤの“トルケスタン”地方を通り，支那の新山（師ち“東トル

ケスタン”）を経て，中点の奥宮に現はれ，翌日，武昌，南昌等を通り，幅州の

北：方で大陸を離れ，わが墓轡の北端をかすめ，琉球の八重山諸島（殊に石垣島

表面島）を維て，遠く裏南洋に終るめであって，此の線上に於いて，皆既日蝕

の見える大小の都邑を焦げると，カゥカソス地方ではブラゴダルノ1エ，トル

ケスタン地方のアルマ・アタ，新語のクアラ，中支の壷口，漢陽，二戸，南瓦，

基隆等である．ロシヤのアストラハン，支那の温州，墓灘の壼北，太絹洋上の

米領ガム島などは，何れも99％といふ蝕分であるけれど，惜いハことに，品品

線は外れてみるl

　i暗索でも，基隆や富：鼻血あたりは皆銑線上に當り，叉，淡水の町は，皆既蝕

と部分蝕との境界線上にあり，それから毫轡東岸の喜寮山や北關鼻へ引いた一

直線が皆こうした皆既と分蝕との境界になってみる．基隆から皇北までの汽車

の線路上では，汐止騨と南港北とのほぼ中間あたりが此の境界線上にある．叉，

基隆の港外に有名な彰佳輿，郭ちアジンコ1トAgincourt島は殆んど皆既線

の申央に當ってみるのも興味深い．從って，勿論，基隆島や，花瓶嘆，棉花此

等の島々も皆，山回線上にある．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　イリオモテ
　八重山群島では，前記の如く，石垣島と西表島とが皆既壷中に入るのみなら

す，多良間島も，水納言も，亦，波照間島も，與那國島も，皆，皆既線中のも

のであるけれど，宮古島や，尖頭諸鳥は皆既線の外であるし，叉，墓簿の東岸

に近い範山島も，僅かばかりの距離のために，皆既蝕は見られなV・事情にある．

　吹ぎに，裏南洋に於いて，皆既線はマリヤナ群島の南部からマ1シャル群島の

北部へ通過するので，’マリヤナ南中のロタ島やアギ】グリン島，エスメラルダ

洲，及びマーシャル心中のヲ。ト島、リキエ。プ島，チ＝モ島，アイルク島，メジ

チ三等は皆既上中に入るけれど，唯一の米領ガム島は，前記の如く，少し南に

偏してみるため，99％程度の部分蝕しか見えない．

　こんなわけであるから，吾々としても，輩に部分蝕を見るだけの目的ならば，

敢へて遠方へ出かける必要は更にない．自分の家にみて，只，室さへ晴れれば，
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立派に襯測が出來るわけである．

　若し，皆既蝕が見たいとの希望ならば，言ふまでもなく，是非，前記の地黙

の何れかへ，出かけなければならない．天測さへ良ければ，蝕分の最も長V、の

は，、支那の東海岸であるし，之れに次いでは，毫轡の彰三嘆か，石垣島か，又

は支那の漢口あたりまでに，多くの適當な地黙がある．尤も，しかし，今のや

うな時勢であるから，5年前に大勢の人々が北海道へ押しかけたやうな風に，出

かけることは好ましくないし，殊に支那内地へ行くことは，むしろ回しむべき

であろう．只，蔓轡だけは，4常から交通や滞留の設備も充分にあるのだから，

飴リケチくさい老へを起さすに，學術研究のために，出かけるのも良からう．

　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

　さて，今回の日蝕について，重要な藪値を天膣暦から求めて見ると1

　　　　　　　　　　　　蝕　　め　　要　　素
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秒

太陽・月・囎會?w課）㌘41年暦日癬饗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤維會合の時の，太陽と月との赤経は　　　　　　　　　11h　51m　52．74

　　　　　　　太陽の赤経は（毎時）　　　　　　　　　　0　8．98増

　　　　　　　　月の　■■　（■1）　　　　　　　　　217．90〃，

　　　　　　　太陽の赤緯は　　　　　　　　　＋oo　52プ48．”4　北

　　　　　　　　　　其の（毎時）攣化は　　　　　　　　⑪　58。4

　　　　　　　　月の赤緯は　　　　　　　　　　＋1　2155．7　北

　　　　　　　　　　其の（毎時）攣化は　　　　　　　1118．4

　　　　　　　　太陽の赤道地不面差は　　　　　　　　　　8．8

　　　　　　　　月の　■■　〃　／！　　　　　　　　5947．9

　　　　　　　太陽の覗傘径（眞値）は　　　　　　　　1555．9

　　　　　　　　月の　■■　　■■　　　　　　　　　1616．8

　　　　　　　　　　　蝕　　の　　概　　況

　　　　　　　　　　　　　　　　　世界時（日本時）　　経度　　　緯度
部雅の始まりは・94・年朋2・日・時（10時）鴫野5S・・4・北35・33’

　中心蝕の始まり　　　　　　　　　3　（12　）　0．2　、ク4244　〃4544

　正午に中心蝕となるのは　　　　　4　（13　）　17。8　〃11352　〃3018

　中・巳、・自虫の終り　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　（15　　）　　72　　〃17639　　〃　958

　部分蝕の絡り　　　　　　　　　　7　（16　）　8．8　〃16105　南014

　地理上から見た二二の二二は第1圖及び第2圖の通りである．叉，諸種の計

算に必要なべセル要素表は次ぎの第1表及び第2表にある．
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　　～これらの要素から計算された皆既線の経路は，圖にも現はれてるるし，又詳

細なtとは次ぎの第3表にも記した通りである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　第3裏皆既日蝕線の経路

世界時
（日本時）

北の限界線

北緯 東経

極限
3時（12時）　5分

　　　　　　10

　　　　　　15

　　　　　　20

　　　　　　25

　　　　　　30分

　　　　　　35

　　　　　　40

　　　　　　45

　　　　　　50

　　　　　　55

4時（13時）　0分

　　　　　　　5

　　　　　　10

　　　　　　15

　　　　　　20

　　　　　　25

　　　　　　30分

　　　　　　35

　　　　　　40

　　　　　　45

　　　　　　50

　　　　　　55

5時（14時）　0分

　　　　　　　5

　　　　　　10

　　　　　　15

　　　　　　20

　　　　　　25

　　　　　　30分

　　　　　　35

　　　　　　40

　　　　　　45

　　　　　　50

　　　　　　55

6時（15時）　0分

　　　　　　　5

極限

十460　6ノ　　　一42016／

　45　28．3　63　40．2
　44　29．2　72　33，3
　43　27．8　78　52．8
　42　25．9　83　55．0

　41　23．9　88　8．7

十4022．1　　－9工　48．3

　39　20．7　95　2．7
　38　19．6　97　57．6
　37　19．0　100　E6．7

　36　18．9　103　32
　35　19ユ　　　105　19．4

十34　199　一107　27．0
　33　21．0　109　27．4

　32　22．7　111　21．8

　31　24．7　113　1Ll
　30　2ZO　114　56．5
　29，　29．8　116　38．7

十28　32．8　一118　18．3

　27　36．2　119　56．0

　26　40．0　121　32．5

　25・44．0　123　8．5
　24　48．2　125　44．5

　23　52．7　126　21．1

十22　573　一127　59．1

　22　2．2　129　39．1

　21　7．2　131　22．1
　’20　12．3，　133　8．9

　19　17L5　135　O．7
　18　22．8　136　58．8

十17　28．0　一139　4．8

　16　33．2　14．1　21．2

　15　38．2　143　51．2

　14　43．0　146　39．4

　13　47．3　149　53．4
　12　51．0　153　46．9

＋11　53．3　一158　51．0

　10　51．0　167　5．7
十10　21　一176　45

中　　央　　線．

北緯： 東経

＋45044，

　44　57．0

　43　55．9

　42　53．5

　41　51．0

　40　48．6

十39　46．6

　3845．ユ
　37　44．0

　36　43．5

　35　43．4

　34　43．8

＋33　44．7

　32　46．1

　31　48．0

　30　50．2
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　28　55．8

十27　59．1

　27　2．8
　26　6．8

　2511ユ
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　23　20．4

十22　25．4

　21　30．6

　20　35．9
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　18　47D
　17　52．7

＋16　58．5

　16　42
　15　98
　14　15．4

　13　20．6

　12　25．3

．11　29．1

　10　30．3

十958

一　42022i

　64　27．4

　73　O．4
　79　9．6

　84　48
　88　13．2

－91　48．7

　94　59．6

　97　51．5

100　28．2
102　52．5，

105　6．8

一107　12，6

　109　11．4

　111　4．5
　112　52．7

　114　37．0

　116　18．2

－117　56．9

　119　33．8

　121　9．6
　122　44．9

　124　20．2

　125　562

－127　33．7
　129’　13．2

　130　55．7

　132　42．0
　134　33．2

　136　30．7

－138　36．2

　140　51，9

　143　20．9

　146　7．9
　149　20．1

　153　10．6

－158　8．6
　165　59．3，

一一 H7639

南の限界線

北緯 東経

十45。22／

　44　25．4

　43　22．7

　42　19．4

　41　16．3

　40　13．5

十39　ll．3

　38
　37
　36
　35
　34

十33
　32
　31
　30
　29

7
5
0
1
6

9
8
8
8
8

7
ロ

9

　　　11．2．

　　　13．4

　　　15．7

　　　18．6

　28　21．8

十27　25．4

　26　29．4

　25　33．7

　24　38．2

　23　43D
　22　48．1

十21　53．4

　20　59．0

　20　4．6

　19　105
　18　16．5
　17’　22．6

十16　28．8

　1535ユ
　14　41．3

　13　47．5

　12　53．6

　11　59．4

十11　4．5

　10　8．0

十934

一　4？“027，

　　65　10．8

　　73　25．4

　　79　25．0

　　84　13．5－

　　88　16．9

－91　48．4

　　94　55．9

　　97　45．0

　100　19．2
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　104　53．8

一ユ06　58．1
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　110　47．3

　112　34．2

　114　17．5

　115　57．8

－117　35．6

　119　11．7

　120　46．8
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　123　56．2

　125　31．7

・一 P27　8．6

　128　47．7

　130　29．6
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　134　6．1

　136　3．1

－138　8nO
　140　23．0

　142　51．2

　145　37．0
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　157“　35．2

一157　27．5

　164　57．9
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）

　　さて，上記の要素から計算された結果に到れば，

黒占に於ける蝕の豫報は大勢下の通りである．

漢口からロタ島まで，各地
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第4表　　各地1の豫報

地名｝磯方位睡雛髄方位陰虫到生光方位蘭雛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

口
山
北
隆
島
城
山
覇
崎
知
敷
料
阪
上
澤
田
二
二
二
二
泊

　
　
　
　
垣

漢
寧
評
判
石
京
釜
那
長
高
倉
京
大
田
金
島
東
二
水
札
大

h　　m　0
11　51　350

12　3　330
12　108　320

12　11．2　319

12　17．9　310

12　14．8　282

12　20．5　279

12　24ユ　　293

12　23．9　279

12　323　266

12　32．3　266

12　36．9　’　259

12　35．8　257

12　39．1　254

工2　38．2　　255

12　40．9　252

．工2　46．1　　248

12　47．3　244

12　47．5　244

12　46．3　240

12　48．2　235

h　　m
13　17．3

13　34．1

13　41．9

13　47．9

　olh　m
　・113　18．5

　・113　35．5

　13　42．5149

　13　42887

　13　495

　13　35．5

　13　42．8

　13　54．0

　ユ348．0

　13　53．6

　13　52．7

　13　55．3

　13　54．9

　・113　55．9

　13　543

　13　57．9

　14　OO．9

　13　58．4

　」113　5Z8

　13　51．3

　13　47．8

1

　％
100

100

99．8

0
0
8
1
3
5
9
8
4
5
3
0
2
9
3
2
4
7

0
0
6
7
9
7
6
6
6
6
6
6
6
5
5
5
4
3

1
噸
⊥

●
5
9
9
5
0
1
9
9
9
0
7
5
6
6
2
4

8
7
6
7
7
7
6
6
6
7
6
6
6
6
7
7

1
1
ー
ユ
ー
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

h　　m
13　19．6

13　36．9

13　43．7

13　51．2

　olh　m
　14　47

　15　02
213　15　09．4

　15　09．7260

　15　15．2

　14　52．5

　15　OO．4

　15　17．1

　ユ506．6

　15　08．9

　15　07．3

　15　07．7

　15　08．0

　15　07．9

　15　04，，9

　・115　08．8

　・i15　09．7

　15　04．3

　15　03．2

　14　52．5

　14　44．2

0
5
4
5
5
2
7
0
7
4
5
7
8
7
8
3
8
0
7
8
8
6

8
7
6
6
6
9
9
6
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8
9
8
9
9
9
’
0
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

　㈲ほ，各地に於いて，蝕甚の時の蝕分を圖にして見ると，第5圖の通りとな

る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）

　新聞記事や，人の噂さによれば，藪ケ月以前から，何々槻三三は何所へ遠征

するといったやうなことが，聞えてみるやうだが，未だ可なりマチ・セ々で，確

定してみない向きが多い．之れは無理もなV・話しで，いち番，無理な漢心方面

へ行くとしても，八月の初めに出弔すれば好いのであるから，今（六月初）は未

だ々々鯨裕があるわけである．

　まつ，地回から見ると，こんどの砦既日蝕ゐ観測地としては，次ぎの各方面

が考へられる：

　（1）　ソ聯中央アジヤ（トルケスタン）のAlma　Ata地方．　ロシヤの観測

　隊は勿論この方面に集まる．だろうし，他の欧洲諸子から晶晶たちも，距離や

　族程などの關係から，此の方面を撰ぶだろう．只，現下の國際欣勢から見る
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と，主動などの櫃軸側の國kや，張れと深い無記のある

國々，それにソ聯と親交ある國々の學者は比較的容易に

此の地方へ入國が許されるだらうが，英米側の學者たち

は，入貢が一寸困難だらう．むしろ，我が日本の槻測除

が一つ二つ此の方面に行くζとは，襯測のプログラム途

行の上から必要と思はれる．しかし，それほどの油玉の

ある痴者は日本の官界には居まい．

（2）　中支の言口武昌地方．　この方面は我が皇軍の威

力の充分に及んでみる所であるから，観測地ζして，安

心して準備の出細る場所であるし，又，物資もあIP，滞

在の設備もあるから，好都合である．但し，日本の内地

からは可なり遠距離で，水陸の交通機關も複難してるる

から，此の黙は少々面倒なこともあらう．殊に，國策の

大局から言へば，絵り大勢が出かけることは禁物で，菅

に皇軍や官民によけいな迷惑をかけるばかりでなく，交

通や蓮野上にも支障を起すかも知れないから）1ごく少歎

の一つか二つの観測隊は是非出かけた方が好いと思ふけ

れど，それ以上は，むしろ遠慮した：方が良い．

（3）　幅州北部の海岸地方．　この方面は，土地として

は大門宜しい．しかし、丁度この皆既線上に當る園圃内

に有名な都魯があるわけでないので，案外，交通と滞在

と通信とには不便かも知れない．此の海岸一帯は心向の

海軍が閉塞してみる所であるから，海軍と蓮絡をとれ

ば，面立は殆んど無いものと考へて良いのであろうが，

しかし，一通り以上の不便を畳摂しなければならぬ．交

通の無占は，日本の内地から定期船が何もなV、のでφる

が，むしろ，一旦喜雨に渡って，蔓轡から小さV・船で幅

建の海岸へ行くといふル1トが良かろう．

（4）墓濁の北部，基隆淡水附近．　止ヒの：方面は，なに

しろ墓1攣本土の一部なのだし，叉，毫北にも近く，追試

塗土中の最も拓けた地方であるから，内地からの交通

も，一流トン級の豪華船で往來が出品るし，器械等の運

搬につV・ても，全く不自由は無い．とうして，人間的肚

會的に抵不自由はないのだが，不都合は，むしろ，天文

　第五圓
各地の蝕甚

37宏

St。忽
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泊
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岡
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心急にある．自口ち，かんじ

んの皆既線の中央が此の地

方よりも遙かに離れた海上

を通る．故に，（豪北は勿論

皆既線外であるし），基隆市

中でも，決して望ましい皆

既時間が與へられるわけで

はない．只，基隆港外のア

ジンコiト島まで行げば，

此所では殆んど皆既の中心

に近く，200秒時以上の皆

既時間が利用出亘ることに

なってみる．しかし，この

アジンコ1ト島にまで出か

けるといふことが一つの苦

螢と言へば苦螢である．尚

ほ，一言すれば，基隆市は，

毫薦島中で有名な天氣の悪

い土地がらであるから，大

壷100秒内外の皆既時間が

あるけれど，わざわざ此の

市内に止まって，晴天を待

つ勇壮のある人士はあるま

い．

（5）石垣島．　血球の南

部にある八重山群島中の石
　　　イリオモテ
垣島と西表島とは，天文學

的の條件から言へば，とん

どの皆既日蝕のためには頗

る好都合な所である．殊に

石垣島は皆既の中央線も通

ってみるし，：又，平常から

可なり人口も集まってみる

所であるから，滞在も比較
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的容易であろう．交通だって，小さい汽船ながら，鹿見島や沖縄方面からと，

嘉日からと，疎疎かち定期船が通ってみるのだから，珍らしい皆既日蝕を見

る樂しみと，叉，わざとには遊覧する機會の少ない此の地方の観察と，爾つ

を鹸ねて，出かけるのも良からう．一三，しかし，一つ注意しなければな

らないのは，九月とV・ふ季節である．毎年，夏から秋へかけて，南洋からは

臆風が現はれ，点れが殆んど必らすと言っても良いほど，琉球を襲ふとV・ふ

事忌は，吾々の常識になってみる．尤も，南から懸る墨風と言へぱ，時には，

嘉轡にやって回る場合もあり，叉，直接に我が日本の内地へ來益することも

度々ある．しかしながら，百分率から言ふと，沖縄や石垣島あたりを襲ふこ

とが非常に多いことを，あらかじめ知って置かねばならない．こうした猛烈

な臆風が1日蝕の當日に來襲することは，老へただけでも恐怖そのものであ

る，しかし，其れだけでない．充分な準備のために，少なくとも一ケ月以前

から石垣島あたりに滞在し，パラクを建てて，器械の調節や諸種の襯測など

をやってみる頃，こうした一一一Sケ月以内には，二つか三つの鵬風がやって來る

と雷雨しなければならぬ．士風が一度そこ阜あたりを荒しまはれば，観測や

準備の努力は水泡に錦するのであるH　して見ると，此の土地へ行くのも，

中k，冒陰であると言はなければならない。

（6）今一つ，少々東に偏り過ぎてみるけれど，海圖で見ると，マリヤナ群

島中のロタ島が此の心慮線上にある．皮肉な話だが，米國の領土であり，軍

事や交通上の一根台地である有名なガム島は皆既郭外にある．（若し，このガ

ム島が皆既線上にあったのならば，米國からは大盛して観測隊がやって減る

だろうし，宣傳の巧みな彼等として見れば，こんどの日蝕を，“ガムの日蝕”

として世界に血忌させる～二とにもなるのだろうが，事實，さうは問屋で卸さ

ない．ガム島は惜しくも99．8％程度の部分蝕であって，皆既の壮槻は見えな

いのである．）ロタ1島は，しかし，立派に皆既線上にある．鎚風の心配も左程

のものでなV・．但し，海蓮交通の黒占は，吾人には分らない．尤も，1畢常，若

干の入が往んでみる所なのだから，何等かの便はあるだろう．一壷に，も

っと好都合の観測地話が（上言己の如く）あるのであるから，何も無理して，

六国島あたりへ行かないでも良かろうと，言ふ入があれば，それまでである

が，しかし，皆既日蝕の観測政策上から言へば，いつも々々々注意される如

，く，成るべく多数の観測口占に人々が散開して，“もしや”といふ曇天を遜ける

のが良いのであるから，tの日替島にも，一つ二つの観測隊ば須らく往くべ

きである．

　　　　　　　　　　　　　　　　（7）

日蝕観測といへば，勿輪，皆既日蝕だけでなく，部分蝕にも，観測研究すべ
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き問題はある．殊に，皆既蝕と部分蝕とを通じて，昔も今も，是非まじめに精

密な観測を途行しなげればならないのは，蝕の始めと終りの時刻の観測であ

る．之れは，どこの書物にも書いてある如く，太陽や月の位置を決定するため，

弓術上，非常に大切な観測であって，近來の，或る専門家たちの言によると，

月の位置を決定するためには，恒星の掩蔽などよりも，日蝕の切言時刻の観測

値の方が良好な成績を學げると言ふ．（天界210號第278頁参照．）　こんなわけで

あるから，こんどの日蝕に，、皆既線上へ遠征する人は言ふまでもなく，又．國

内に留まって，掘分蝕を見る人々も，皆，接鰯時刻の観測を，極めて熱心にや

って貰びたいものである．勿論，之れがために，雫常から精確な時刻の取り扱

ひ方や，標準時計の調節法に慣れ置かねばならなV・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）

　最後に一言したいととは，下野が途恥しやうとしてるる毫轡北部での日蝕観

測め計書のことである．かつて急報485號にも報じた響く，本會観測部は，今

次の日蝕観測のため，毫轡北部を観測地無定め，淡水附近に中央基地を設け，

それから海岸つたぴに，富貴角，或は其れよりもっと東部まで，適評な地瓢を

選定して，観測陣を張る豫定である．

　野遊が此の地方を選んだ理由は二つある．一つは，今までのニウスによれば，

此の地：方が，我が國の公私の如何なる観測隊からも見逃がされてるるといふこ

とである．■んどの日蝕の地圖を見て，誰でも，皆，“石垣島へ行きたい”，“三

口か，南昌へ行きたい”と考へる．そして，憂轡の北部を考慮しない．尤も；

之れには理由はある．帥ち，上記した如く，食事北部は中心線から多少偏して

みるため，皆既の蒔間が短かいといふことと，省ほ，基隆あたりの天氣が悪い

とV・ふことによる．しかしながら，自分等が思ふに，たとひ，中心線から離れ

てみるとは言へ，街ぼ，この皇轡島の北部の海岸には，100秒時を超える皆既

時間を有った土地が澤山あるのであって，最も極端な地黒占に於いては，130秒

時以上にも蓬する地響すらあるのだから，5年離の北海道の日蝕の場合などと

比べて見ても分る通り，決して悲観すべきものではない．立派な襯測が出來る

のである．又，天氣が悪いといふ二三は，基隆の場合には無理もなV・と，百歩

をゆつっても，既に，基隆と皇北とは天氣の差違が甚だしいとV・ふ實例から言

っても，‘基隆以外に少しでも出れば，晴天の百分率は，決してkkk無望では

無いのである．今，自分等は，二二在住の人々に依頼して，壼轡の北部海岸地

：方の天氣を調査研究して頂いてみるので，近いうちに可なり事瓶は判明すると

思ふが，今までの引回的調査から言っても，淡水から富貴角あたりの九月の天

i氣には，可なりの望みがあるのである．
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　嘉湾北部を吾人が観測地に選ぶ第二の理由は，淡水から富貴角（或は其れ以

東）までの間には，蝕分のヴラィエティが多V・．之れは仲々興味ある黙である．

自分のやうに，今まで今回も日蝕観測をやった経験の者から見ると，この淡水

以東の海岸つたぴに，短かい皆既時間から，2分時以上に達する長い時間に至る

まで，いろ粒々のコンディションを．求めることが出懸る．腰紐．ではGrazing

contactだから，此の土地では，嚴密に言へば，管既時間は殆んど無いと言つ
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ても良いぼど短かいけれど，其の代りに，プ・ミネンスが幾十秒目もわたって

永く見えるわけであるし，從って，叉，所謂‘ブイヤモンド・リング”の奇観

を長時間樂しむことが出來る．學術上，逓信上，共に輿味は殊更に篤きV・．コ

ロナの現れも，淡水や，其の以東の各地黒占に於いて，皆，多少違ふと思はれる．

從って，ありふれた皆既日蝕に飽きた吾々は，新しい好奇心を以って，この．淡

水から東北へ幾十キロにわたる海岸一帯を利用するととが出滞る．一しかも

之れが他の襯測隊には忘れられてみる“吾kの猫壇場”である．

　淡水の町の，果してどのあたりまで部分巨虫が見，叉，そのどのあたりからペ

イリ粒が見え，どの地黒占からコロナが，プPミネンスが，シヤド1・バンドが

見えるか！？　こんなごとなど考へながら，槻測プログラムを計書して見ると，

無限の興味がわく．

　たΨ，幾度も，くりかへしノ希望に堪へない～二とは，こんどの日蝕観測のた

めに，どこも，～二Nも，晴天に恵まれた》・一事である．（1941一六一6）

　附言露．

た．

最近，元の皇北氣象観測所長寺本貞吉氏から，下の如き通信を頂い

　拝復（中略）20年閥の統計ですと，基陵や窒北に比べまして，淡水，富貴角の方が大

分有利です．

　　　　　　　　　　　基墜　　　嚢i北　　　宮貴角　　　治水　　　彰苛烈
　　　　　　　　　　　　ロ　九月平均降雨日籔：　　　15．4　　　14．0　　　12．5　　　ユ0．6　　　　12．6

　〃　　　tf　　　　雨　　量　　　　　　245．7ミ　リ　　256．9．　　　　　159，3　　　　　225．4　　　　　　1654

倫ほ，其の時の天氣は，無論，統計では何とも言へないのですが，プロバビリティから

考へますと，上ノ上ではなくとも，中ノ上ぐらゐで，悪い方ではないと思ひます．

　無風は，終期に近くて，代り起らない時期ですが，季節風がソロ日々始まります．早

い年は九月申旬からです．初期の季節風は二三日くらみしか績かない檬で，左ほど彊く

ありませんが，空はやはbいけません．之れが心が㌧りです．武者たちの．占心も，覧れ

が重大の’問題と． vひます．當日フ僅かの時間の天目に惑まれるやう，學界のため，只管

所願して居ります．

　尚ほ，御調べずみとは存じますが，淡水宮．｛角あたりの海岸は，観測に左程不臼由は

ないと思ひます．交通は，壼北淡水間は汽車叉は自動牽，．淡水’ヤ貴角間は，道路は上等

ではありませんが，各種の自動車が逓じまゆ．（下略）

　　H長和16年6月16日　　　　　　　　 寺本貞吉
　　山本一週門下

　dの寺本前所長の御手紙は，非常に吾々を喜ばすものである．是非，何等か

の成功を獲たいものである．（六月20日記）


